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2余力活用契約における平常時の余力の基本的な考え方について

◼ 2024年度より需給調整市場における一次二次調整力の取引や、余力活用契約の仕組みが開始される。

◼ 現状の需給運用においては、調整力公募で調達した調整力によって需給バランスを維持しているが、2024年度以
降の平常時においては、一般送配電事業者は需給調整市場で調達したΔkWの範囲や、余力活用契約に基づく
余力の範囲で需給バランスを調整することになる。

◼ 本資料では余力活用契約で扱う平常時の余力の基本的な考え方について、具体的な例示も含めて整理を行った。

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日） 資料3（注釈追加）
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_35_03.pdf

容量市場で落札された調整機能を有する電源については、
一般送配電事業者と余力活用に関する契約を締結する必要がある。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_35_03.pdf


3（参考）余力活用について

出所）第32回需給調整市場検討小委員会(2022年9月26日) 資料２
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_32_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_32_02.pdf


4（参考）余力活用について

出所）第32回需給調整市場検討小委員会(2022年9月26日) 資料２
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_32_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_32_02.pdf


5（参考）余力活用の指令範囲（平常時）について

出所）第32回需給調整市場検討小委員会(2022年9月26日) 資料２
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_32_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_32_02.pdf


6（参考）余力活用における平常時と緊急時の扱いについて

出所）第32回需給調整市場検討小委員会（2022年9月26日） 資料2 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_32_02.pdf

◼ 余力活用では、市場に期待する透明かつ効率的な調整力の調達が果たせなくなる可能性があることから、平常時
においては起動停止権を有しないことと整理されている。（※）

◼ 一方で、想定以上の電源トラブル時等により調達したΔkWでは不足する場合（需給ひっ迫時）、若しくは必要な
ΔkWが市場で調達できない場合などに限り、余力活用による電源の追加起動を許容することが整理されている。

※短時間で並解列が可能な揚水発電・ポンプ等は、単純な上げ下げ調整の一部（≠ΔkWを作り出す電源持ち替え）としての起動停止は認められている

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/files/jukyu_shijyo_32_02.pdf


7（参考）余力活用に関する契約の概要について

出所）余力の運用規程(2023年4月1日実施) 送配電網協議会
https://www.tdgc.jp/asset/download/yoryoku/announcement_regulations.pdf

https://www.tdgc.jp/asset/download/yoryoku/announcement_regulations.pdf


8（参考）余力活用に関する契約における容量市場のリクワイアメント

◼ 容量市場で落札された調整機能（需給調整市場における商品の要件を満たす機能）を有する安定電源につい
ては、一般送配電事業者と余力活用に関する契約を締結することとなっている。

出所）容量市場 制度詳細説明会資料（対象需給年度：2024年度）
https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/210921_youryou_seidosyousaisetsumei.pdf

https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/210921_youryou_seidosyousaisetsumei.pdf


9余力活用契約における平常時の余力の基本的な考え方について

◼ 余力活用契約電源はゲートクローズ後の余力の範囲で一般送配電事業者からの指令に応じることとなっている。

◼ 余力活用契約に基づいて調整力を提供しているBG（以下「調整力提供者」という。）は発電上限、発電下限、
発電計画値を提出し、一般送配電事業者は調整力提供者から提出された発電下限から発電上限の範囲の余
力を活用する。

◼ なお、広域予備率算定における余力活用契約電源の供給力計上については、調整力提供者の発電計画値によ
らず発電上限までを計上することとなるため、余力が残っている場合でも残っていない場合（全量約定した場合
等）でも供給力として計上される値は変わらない。（ただし余力活用契約電源が一次のみの機能の場合、発電
計画値までの計上となる）

◼ また、一般送配電事業者が活用するゲートクローズ後の余力は市場の約定結果等により結果的に残ったものであり、
調整力提供者が余力活用範囲として提出する発電上限と発電下限については、市場の約定結果や発電計画値
によらず提出が可能であり、調整力提供者はゲートクローズごとに余力の量を提出する必要はない。
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10（参考）発電上限・発電下限について

◼ 発電上限は定格出力に対して最大出力に影響を与える事象を反映した値を記載することとなっている。

◼ 発電下限については運用上の発電可能下限値を記載することとなっている。

出所）余力活用ガイド(2023年4月1日) 送配電網協議会
https://www.tdgc.jp/asset/download/yoryoku/announcement_guide.pdf

https://www.tdgc.jp/asset/download/yoryoku/announcement_guide.pdf


11（参考）一次機能のみの余力活用契約電源の供給力計上について

◼ 一次調整力相当の調整機能のみを保有する電源の場合、発電計画値までが供給力計上対象となる。

出所）第86回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年5月29日） 資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_86_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_86_02.pdf


12（参考）余力の提供を断る場合について

出所）容量市場におけるリクワイアメント・アセスメント・ペナルティの概要(2020年5月13日公表)
https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/200612_requirement_hoka_gaiyo.pdf

◼ 余力活用契約において、ゲートクローズ前の発電計画の策定業務に支障を与える場合、調整力提供者は余力の
提供を断ることができるとされている。

◼ 余力の提供を断る場合、調整力提供者はこれらの事象を踏まえた発電上限値等を設定し、提出することとなる。

https://www.occto.or.jp/market-board/market/files/200612_requirement_hoka_gaiyo.pdf


13余力活用契約における平常時の揚水発電の運用について

◼ 2024年度以降揚水発電の池の水位の運用主体は調整力提供者になり、調整力提供者が、物理的な上池や下池
の制約等を考慮しながら、数日先までの市場取引等の経済合理性のある計画に基づいて池の水位を管理する。

◼ 調整力提供者は自らの計画に影響がないことを前提として、一般送配電事業者の運用において許容される水位の上
下限を一般送配電事業者に通知し、一般送配電事業者はその範囲で揚水発電等を運用することになる。

◼ 許容される水位の上下限は調整力提供者から一般送配電事業者に対して1日1点等で通知される。その上下限値
については、スポット市場等における販売予定分として確保する水位を基本として、販売予定の増減分やΔkWとして
利用するために確保する水位、池の制約等を加味して設定されると想定される。このため、例えば下限水位についてス
ポット市場等に入札したものが全量約定した場合に想定される水位より上の水位が提示されることは基本的にない。

◼ 一般送配電事業者は指定されている断面の上下限に収まるようにΔkWや余力を活用する。すなわち、一般送配電
事業者は通知された水位の上下限を認識しながら、周波数調整や広域需給調整における経済運用を考慮した需給
バランスの調整のために発電やポンプアップを行うこととなる。
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14揚水発電の余力の基本的な考え方および広域予備率における供給力計上方法

◼ 一般送配電事業者が活用するゲートクローズ後の余力は卸電力市場の約定結果等により結果的に残ったもので
あり、調整力提供者は余力活用範囲として設備定格に基づく発電上限と、1日1点等の上下限水位を提出するこ
ととなるため、ゲートクローズごとに余力の量を提出する必要はない。

◼ また、広域予備率における揚水発電の供給力計上方法は、基本的には設備定格等に基づく発電上限値と、揚水
発電の供給力として見込める上池貯水量（調整力提供者が1日1点等提出する上下限水位）を各指定時間へ
予備率一定となるよう貼り付け（潜在計算）された値の小さい方が供給力に計上される。

余力活用
指令範囲

・
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上池下限水位

上池上限水位

出所）第86回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2023年5月29日） 資料4 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_86_04.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_86_04.pdf


15（参考）発電販売計画を提出する発電リソース以外の余力の考え方について

◼ 発電販売計画を提出する発電リソース以外については、３０分コマ毎の上げ余力量、下げ余力量の提示が必要と
なっている。

出所）余力活用ガイド(2023年4月1日) 送配電網協議会
https://www.tdgc.jp/asset/download/yoryoku/announcement_guide.pdf

https://www.tdgc.jp/asset/download/yoryoku/announcement_guide.pdf

